
 

令和３年度大分県立高等学校入学者選抜における配慮事項等について 

 

                                        高校教育課  

 

 

令和３年度大分県立高等学校入学者選抜における配慮事項等については、下記のとおりとします。 

なお、これらについては、今後の新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況や国の方針を鑑みて、変

更となる可能性があります。 

 

記 

 
１ 推薦入試については、新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため中止、延期又は規模縮小等

となった大会・行事等に志願者が参加出来なかったことのみをもって不利益を被ることがないよ

う、参加することが出来た大会・行事等における成果・実績、あるいは日頃の活動状況を評価しま

す。 

 

２ 調査書を活用するに当たっては、中学校等の臨時休業の影響で特定の入学志願者が出席日数や学

習評価の内容等の記載、諸活動の記録や特記事項等の記載が少ないことのみをもって不利益を被る

ことがないよう配慮します。 

 

３ 一次入試の学力検査出題範囲については、現時点における県内の中学校等の教育活動再開状況を

踏まえ、今後の中学校等における学習活動が県立高等学校入学者選抜によって制限されることがな

いよう、また中学校等が作成した指導計画における学習順序によって特定の入学志願者が不利とな

らないよう、「中学校第３学年の教育課程の実施状況及び実施予定の調査」結果を踏まえ、今年度

中に終了する予定である中学校等における学習内容全般を広く検査するものとします。 

また、出題方針についても、中学校学習指導要領に示されている各教科の目標に即して出題する

ものとし、中学校等における日常の学習とその成果とともに、知識、技能とともに、思考力、判断

力、表現力等を十分みることができるものとします。 

なお、今後、新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大や県内全域にわたり蔓延した場合

は、範囲や方針について、同調査結果を踏まえ工夫します。その場合は、改めてお知らせします。 

 

４ 受験機会確保のため、新型コロナウイルス感染症に罹患又は罹患の疑いのある受験者を対象に、追

検査の実施を、令和２年度入学者選抜と同様に検討します。 
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（ 資 料 ） 

市町村立中学校での予定授業日数と今後の見通し 

 
１．市町村立学校における臨時休業日数   ９日 ～ ２２日 

 

２．７月２１日～８月３１日の授業日数      ９日 ～ ２３日 

 

３．学習指導要領上 修学に必要な授業日数             ※３５週×５日で計上 

 

４．年間で予定される授業日数        １９５日 ～ ２０５日 

 

・いずれの市町村も、年間で予定される授業日数が、「学習指導要領上 修学に必要な

授業日数」を上回っている。 

・授業の実施にあたっては、令和２年５月１５日付け「新型コロナウイルス感染症の影

響を踏まえた学校教育活動等の実施における「学びの保障」の方向性について」（文

部科学省初等中等教育局通知）を踏まえ、必要に応じて以下のような工夫等により授

業時数確保を行う。 

… 授業 1コマの時間を 50 分から 45 分にし、1日のコマ数を増やすことや、カ

リキュラムの再編成を行い、学習内容の重点化を行う等の工夫。 

… 行事の精選及び行事における予行演習等を効率化し、授業時数を確保する

工夫。 

 

 

 ○新型コロナウイルス感染症の全国的な感染拡大や県内全域にわたり蔓延し、再び

臨時休業等を行った場合を除き、卒業までに中学校等での学習すべき内容を全て修

学することが可能である見込み。 

 

＜ 参 考 ＞ 公立高校入試における出題範囲の検討状況（全国状況） 

検討状況 都  道  府  県 

例年通り 

（予定を含む） 

21 青森、岩手、秋田、山形、茨城、群馬、富山、石川、福井、岐阜、 

静岡、愛知、三重（一般選抜）、兵庫（後期選抜）、鳥取、島根、 

岡山、広島、香川、愛媛、高知 

検討中 8 滋賀、和歌山、福岡、佐賀、熊本、宮崎、鹿児島、沖縄 

縮小等 

（予定を含む） 

17 北海道、宮城、福島、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川、新潟、 

山梨、長野、京都、大阪、奈良、山口（選択問題）、徳島、長崎 

令和 2年 7月 5日朝日新聞調査をもとにした、高校教育課調べ（7月 20日現在） 

１７５日 
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